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現象の変化は,一一般的に60℃ -200℃ において熱滅成,160℃ -450℃ で熱分解,260℃ ～800℃ では






















































































速度 5℃/nlHlで 150℃ まで加熱 した場合8.1%の重量減少があ り,200℃ では9.8%のそれが認められ
ている5)｡この材の昇乱過程における相中の炭素含有量は20℃,200℃,25OoC,300℃ および350oCで
それぞれ43%,47%,490/,52%および66% となり熱滅成,熱分解が進行し,木炭化が惹起されるよ

















上に,非親水性の利用のひとつの例 として家具用木釘 と廃油処理木繊維 を示 した｡これらは,共にこの
温度域の熱処理によって水酸基をつぶ され,熱処理木材固有の選択吸着性 を発現 した木質素材であって,
その特性 をうまく利用 した材料である｡すなわち,前者は一般にツゲ (Bu,tJ7Wmicr()f'k.vlaSieb.etZucc.7)ar.
jaPoluC(iRehderetWlsol)材 を釘 の形状 とし,例 えば,180oCで ]5-20minあ るいは250oCで 3-5
nlinの倍炉 をすることによって,加熱 によるツゲ材の強度向上,親水基の低減 と被加二l二家具相中精油成分
の選択吸着による緊結 ･閏定 を行 うもので,家具材中の水分変動に伴 う本釘の膨張 ･収縮 ･変形 を抑制 し
ようとする江戸時代の職人の知恵であ り.1),後者は,近時,北海道林産 試験場において,この温度域で発
現する特性 を利用 した非親水性で帥 或分を選択的に吸着する機能性材料12)であるo
別項の軟化や寸法安定性の伝統的技術や利用については文献 11)に詳 しいo
この温度域では強度の低減 も特徴的な変化を示すOそれについては拙文 I.'うJを参照 されたい｡
上述のように,この温度域での熱利用は木材の牲能向上や改善の処理技術 ･加工日 用 :･あるいは木質材料
の製造 には欠 くこ とので きない もので あ って,中で も1940年代 に盛 ん とな った化学加工 (chemlCal
I)r()CeSSilg)や化学修飾 (chenllCalmOdlflCatlOn)は熱の介在 な くしては成 り立たない｡ これ らの詳細な記
述はStamm.Ilarrisの名著 1/1'や Rowellが編集 した米国化学会の AdvancesinChemlStrySerieslr')にあるO
熱分解の温度域あるいはそれ以上の温度域の木材 と熱に対す るこれまでの接点は,燃焼や燃料 としての
それであ り,そこで得 られる物質は,いわゆる木炭であ り,その挙動 は未解明の ままであったo この温度











近年,筆者 らはこの温度域の変換が, ひとつはエ ネルギー変換 プロセスであ り,い まひとつは物質変換
過程であるとの立場か ら,木材,木質に対す る熱の働 きに注 目した新たな材料や素材開発 と実J甘化への展
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